
文部科学省における薬物乱用防止教育の取組

１．学習指導要領の改訂

・平成10年告示小学校学習指導要領から、薬物乱用の害について盛

り込まれ、平成20年告示学習指導要領においても引き続き記述

・平成20年告示中学校学習指導要領においては、薬物乱用防止に関

する内容については、人間関係、社会環境が影響することから、

それぞれの要因に適切に対処する必要があることが示された

２．都道府県教育委員会等に対する指導

・全ての中学校及び高等学校において、毎年薬物乱用防止教室を開

催するよう指導

（参考）薬物乱用防止教室開催状況

※（ ）内は、前年度との開催比率

３．児童生徒の心と体を守るための啓発教材の作成・配布

・全ての小学校５年生、中学校１年生、高等学校１年生に対して、

薬物乱用と健康について、総合的に解説する啓発教材を作成し配布

４．大学生等に対する薬物乱用防止啓発資料の作成・配布

大学等に対し、入学時ガイダンスで活用することを目的とした学・

生向け薬物乱用防止啓発教材を作成し配布

平成23年度 平成24年度 平成25年度

学校数 開催率 学校数 開催率 学校数 開催率

中 学 校 8,566校
81.6％

（＋2.5％）
8,745校

82.7％

（＋1.1％）
8,945校

82.8％

（＋0.1％）

高等学校 3,835校
79.0％

（＋0.2％）
3,850校

80.2％

（＋1.2％）
3,883校

81.3％

（＋1.1％）
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学習指導要領における「薬物乱用防止教育」に関する主な記述

小学校学習指導要領（平成２０年３月告示）
第９節 体育

第２ 各学年の目標及び内容
〔第５学年・第６学年〕
２ 内容
Ｇ 保健
（３） 病気の予防について理解できるようにする。

エ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、健康を損なう原
因となること。

３ 内容の取扱い
（５） 内容の「Ｇ保健」については （３）を第６学年で指導、

するものとする。
（７） 内容の「Ｇ保健」の（３）のエの薬物については、有機

溶剤の心身への影響を中心に取り扱うものとする。また、
覚せい剤等についても触れるものとする。

【解説】
○ 薬物乱用については、シンナーなどの有機溶剤を取り上げ、一回

、 、の乱用でも死に至ることがあり 乱用を続けると止められなくなり
心身の健康に深刻な影響を及ぼすことを理解できるようにする。な
お、薬物の乱用は法律で厳しく規制されていることにも触れるよう
にする。

中学校学習指導要領（平成２０年３月告示）
第７節 保健体育

第２ 各分野の目標及び内容
［保健分野］
２ 内容
（４） 健康な生活と疾病の予防について理解を深めることがで

きるようにする。
ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々な影響
を与え、健康を損なう原因となること。また、これらの行
為には、個人の心理状態や人間関係、社会環境が影響する
ことから、それぞれの要因に適切に対処する必要があるこ
と。

３ 内容の取扱い
（１） 内容の（４）は第３学年で取り扱うものとする。
（８） 内容の（４）のウについては、心身への急性影響及び依

存性について取り扱うこと。また、薬物は、覚せい剤や大
麻等を取り扱うものとする。
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【解説】
○ 薬物乱用と健康

薬物乱用については、覚せい剤や大麻を取り上げ、摂取によって
幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこと、
薬物の連用により依存症状が現れ、中断すると精神や身体に苦痛を
感じるようになるなど様々な障害が起きることを理解できるように
する。
また、薬物乱用は、個人の心身の健全な発育や人格の形成を阻害

するだけでなく、社会への適応能力や責任感の発達を妨げるため、
暴力、性的非行、犯罪など家庭・学校・地域社会にも深刻な影響を
及ぼすこともあることを理解できるようにする。

、 、 、 、 、喫煙 飲酒 薬物乱用などの行為は 好奇心 なげやりな気持ち
過度のストレスなどの心理状態、周囲の人々の影響や人間関係の中
で生じる断りにくい心理、宣伝・広告や入手のし易さなどの社会環
境などによって助長されること、また、それらに適切に対処する必
要があることを理解できるようにする。

高等学校学習指導要領（平成２１年３月告示）
第６節 保健体育

第２ 保健
２ 内容
（１） 現代社会と健康
イ 健康の保持増進と疾病の予防

喫煙と飲酒は、生活習慣病の要因になること。また、薬
物乱用は、心身の健康や社会に深刻な影響を与えることか
ら行ってはならないこと。それらの対策には、個人や社会
環境への対策が必要であること。

３ 内容の取扱い
（２） 内容の（１）のイの喫煙と飲酒、薬物乱用については、

疾病との関連、社会への影響などについて総合的に取り扱
い、薬物については、麻薬、覚せい剤、大麻等を扱うもの
とする。

【解説】
○ 薬物乱用と健康

コカイン、ＭＤＭＡなどの麻薬、覚せい剤、大麻など、薬物の
乱用は、心身の健康、社会の安全などに対して様々な影響を及ぼ
すので、決して行ってはならないことを理解できるようにする。
また、薬物乱用を防止するには、正しい知識の普及、健全な価値
観や規範意識の育成などの個人への働きかけ、及び法的な規制や
行政的な対応など社会環境への対策が必要であることを理解でき
るようにする。その際、薬物乱用の開始の背景には、自分の体を
大切にする気持ちや社会の規範を守る意識の低下、周囲の人々か
らの誘い、断りにくい人間関係、薬物を手に入れやすい環境など
があることにも適宜触れるようにする。
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